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ＤＩ情報  
2022 年 12 月 23 日   西成病院薬剤部 

 

添付文書の改訂内容 
 
[重要] 
プレミネント配合錠 LD                                
［重大な副作用］一部改訂 

間質性肺炎、肺水腫、急性呼吸窮迫症候群： 

間質性肺炎、肺水腫があらわれることがあるので、観察を十分に行い、異常が認められた場合には

投与を中止し、直ちに適切な処置を行うこと。また、ヒドロクロロチアジド服用後、数分から数時

間以内に急性呼吸窮迫症候群が発現したとの報告がある。 

アモキシシリン細粒 20%                                
［重要な基本的注意］一部改訂 

ショック、アナフィラキシー、アレルギー反応に伴う急性冠症候群の発生を確実に予知できる方法

はないが、事前に当該事象の既往歴等について十分な問診を行うこと。なお、抗生物質によるアレ

ルギー歴は必ず確認すること。 

［重大な副作用］追記 

アレルギー反応に伴う急性冠症候群： 

アレルギー反応に伴う急性冠症候群があらわれることがあるので、観察を十分に行い、異常が認め

られた場合には投与を中止し、適切な処置を行うこと。 

オーグメンチン配合錠 250RS                                
［8.重要な基本的注意］一部改訂 

ショック、アナフィラキシー、アレルギー反応に伴う急性冠症候群の発生を確実に予知できる方法

はないが、事前に当該事象の既往歴等について十分な問診を行うこと。なお、抗生物質によるアレ

ルギー歴は必ず確認すること。 

［11.重大な副作用］追記 

アレルギー反応に伴う急性冠症候群 

ボノサップパック 400                                
［重要な基本的注意］一部改訂 

（アモキシシリン水和物） 

ショック、アナフィラキシー、アレルギー反応に伴う急性冠症候群の発生を確実に予知できる方法

はないが、事前に当該事象の既往歴等について十分な問診を行うこと。なお、抗生物質によるアレ

ルギー歴は必ず確認すること。 

［重大な副作用］追記 

（アモキシシリン水和物） 

アレルギー反応に伴う急性冠症候群があらわれることがあるので、観察を十分に行い、異常が認め

られた場合には投与を中止し、適切な処置を行うこと。 

ボノピオンパック                                  
［重要な基本的注意］一部改訂 

（アモキシシリン水和物） 

ショック、アナフィラキシー、アレルギー反応に伴う急性冠症候群の発生を確実に予知できる方法

はないが、事前に当該事象の既往歴等について十分な問診を行うこと。なお、抗生物質によるアレ

ルギー歴は必ず確認すること。 
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［重大な副作用］追記 

（アモキシシリン水和物） 

アレルギー反応に伴う急性冠症候群があらわれることがあるので、観察を十分に行い、異常が認め

られた場合には投与を中止し、適切な処置を行うこと。 

 

[その他] 
トラゾドン錠 25mg                                
［併用注意］一部改訂 

 

 
［併用注意］追記 

 
フルボキサミンマレイン酸塩錠 25mg                             
［併用注意］追記 

 
ロサルタンカリウム錠 50mg                                
［相互作用］一部改訂 

本剤は、薬物代謝酵素チトクローム P450 2C9(CYP2C9)及び 3A4(CYP3A4)により活性代謝物であるカ

ルボン酸体に代謝される。 
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［併用注意］追記 

 
プレミネント配合錠 LD                                
［相互作用］一部改訂 

本剤の成分であるロサルタンカリウムは、薬物代謝酵素チトクローム P450 2C9(CYP2C9)及び

3A4(CYP3A4)により活性代謝物であるカルボン酸体に代謝される。なお、本剤の成分であるヒドロク

ロロチアジドは、ほとんど代謝されることなく尿中に排泄される。 

［併用注意］追記 

 
ロケルマ懸濁用散分包 5g                                
［10.2 併用注意］追記 

 
レミケード点滴静注用 100mg                                
［9.1 合併症・既往歴等がある患者］一部改訂 

感染症（重篤な感染症を除く）の患者又は感染症が疑われる患者： 

適切な処置と十分な観察が必要である。本剤は免疫反応を減弱する作用を有し、正常な免疫応答に

影響を与える可能性がある。 

［11.1 重大な副作用］一部改訂 

重篤な infusion reaction： 

ショック、アナフィラキシー(呼吸困難、気管支痙攣、血圧上昇、血圧低下、血管浮腫、チアノー

ゼ、低酸素症、発熱、蕁麻疹等の重篤な副作用)､痙攣があらわれることがある｡ 

また、infusion reaction に引き続き脳出血、脳梗塞があらわれることがある。 

エクア錠 50mg                                   
［10.2 併用注意］一部改訂 

 
［11.2 その他の副作用］一部改訂 
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パクリタキセル注 100mg                                   
［6.用法及び用量］一部改訂 

進行又は再発の子宮頸癌にはシスプラチンとの併用で D 法又は他の抗悪性腫瘍剤との併用 

で F 法を使用する。 

［6.用法及び用量］追記 

F 法：通常、成人にはパクリタキセルとして、1 日 1 回 175m g/㎡（体表面積）を 3 時間かけ 

て点滴静注し、少なくとも 3 週間休薬する。これを 1 クールとして、投与を繰り返す。 

［7.用法及び用量に関連する注意］一部改訂 

本剤投与による重篤な過敏症状の発現を防止するため、本剤投与前に必ず前投薬を行うこと。 

A 法及び F 法： 

本剤投与約 12〜14 時間前及び約 6〜7 時間前の 2 回、もしくは本剤投与約 30 分前までに投与を終了

するように、1 回デキサメタゾンリン酸エステルナトリウム注射液（デキサメタゾンとして 20m g）

を静脈内投与、本剤投与約 30 分前までに投与を終了するように、ジフェンヒドラミン塩酸塩錠（ジ

フェンヒドラミン塩酸塩として 50m g）を経口投与、本剤投与約 30 分前までに投与を終了するよう

に、ラニチジン塩酸塩注射液（ラニチジンとして 50mg）又は注射用ファモチジン（ファモチジンと

して 20mg）を静脈内投与すること。 

［7.用法及び用量に関連する注意］追記 

進行又は再発の子宮頸癌に対して F 法を使用する場合は、併用する他の抗悪性腫瘍剤について、国

内外の最新のガイドライン等を参考にすること。 

［8.重要な基本的注意］一部改訂 

頭頸部癌、食道癌、血管肉腫、子宮頸癌（D 法）、卵巣癌（C 法）、胚細胞腫瘍、胃癌（E 法）に本

剤を使用する際には、関連文献（「医療上の必要性の高い未承認薬・適応外薬検討会議 公知申請へ

の該当性に係る報告書」等）を熟読すること。 

［14.適用上の注意］一部改訂 

［薬剤投与時の注意］ 

本剤投与時、A 法及び F 法では 500mL の 5%ブドウ糖注射液又は生理食塩液に混和し、3 時間かけて点

滴静注すること。B 法、C 法及び E 法では 250mL の 5%ブドウ糖注射液又は生理食塩液に混和し、1 時

間かけて点滴静注すること。D 法では 12 時間毎の 2 回に分けて調製及び投与すること。本剤投与量

の半量を 250mL の 5%ブドウ糖注射液又は生理食塩液に混和し、12 時間かけて点滴静注する。これを

1 回分として、2 回連続して投与する。 

ﾐﾉｻｲｸﾘﾝ塩酸塩錠 100mg、ﾐﾉｻｲｸﾘﾝ塩酸塩点滴静注 100mg                             
［重大な副作用］一部改訂 

結節性多発動脈炎、顕微鏡的多発血管炎： 

結節性多発動脈炎、顕微鏡的多発血管炎があらわれることがあるので、観察を十分に行い、発熱、

倦怠感、体重減少、関節痛、筋肉痛、網状皮斑、しびれ等の異常が認められた場合には投与を中止

し、適切な処置を行うこと。特に 6 ヵ月以上使用している長期投与例で結節性多発動脈炎が多く報

告されている。 

リファジンカプセル 150mg                                   
［禁忌］一部改訂 

ルラシドン塩酸塩、タダラフィル（アドシルカ）、マシテンタン、ペマフィブラート、チカグレロ

ル、ロルラチニブ、ボリコナゾール、ホスアンプレナビルカルシウム水和物、アタザナビル硫酸

塩、リルピビリン塩酸塩、リルピビリン塩酸塩・テノホビルアラフェナミドフマル酸塩・エムトリ

シタビン、ドルテグラビルナトリウム・リルピビリン塩酸塩、エルビテグラビル・コビシスタッ

ト・エムトリシタビン・テノホビルジソプロキシルフマル酸塩、エルビテグラビル・コビシスタッ

ト・エムトリシタビン・テノホビルアラフェナミドフマル酸塩、ドラビリン、カボテグラビル、カ

ボテグラビルナトリウム、ソホスブビル、レジパスビルアセトン付加物・ソホスブビル、ソホスブ

ビル・ベルパタスビル、グレカプレビル水和物・ピブレンタスビル、テノホビルアラフェナミドフ 

マル酸塩、ビクテグラビルナトリウム・エムトリシタビン・テノホビルアラフェナミドフマル酸

塩、エルバスビル、グラゾプレビル水和物、アメナメビル、ニルマトレルビル・リトナビル、アル

テメテル・ルメファントリン又はプラジカンテルを投与中の患者 
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［併用禁忌］追記 

 
［併用禁忌］削除 

リルピビリン塩酸塩・テノホビルジソプロキシルフマル酸塩・エムトリシタビン 

［併用禁忌］削除 

 


